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研究会のあゆみ（2011 年 5 月 11 日～2012 年 2 月 28 日） 
 
ワークショップ「冷戦文化研究の動向」：7月11日（水） 
講演：アン・シェリフ（オベリン大学東アジア学科教授） 
「想像上の戦争――文化にとって冷戦とは何か」（日本語） 
コメンテーター ：崔 真碩 （総合科学研究科）三木 直大（総合科学研究科） 
司会：川口 隆行（教育学研究科） 
 
第 169回：11月 12日（月） 
発表者：阪野桂子（総合科学研究科博士課程前期） 
「セクシュアリティのモノを介した＜発覚＞――所有物と所有者の立ち位置」 
司会：麓侑佳（総合科学研究科博士課程後期） 
 
第 170回：12月 12日（水） 
発表者1：近藤佳那子（総合科学研究科博士課程前期） 
「申京淑『離れ部屋』にみる80年代韓国と女工(コンスニ)」 
発表者2：廣瀬光沙（総合科学研究科博士課程前期） 
「歌うことの身体――歌手・鳳飛飛とその時代」 
発表者3：渕上千香子（教育学研究科博士課程前期） 
「目取真俊『眼の奥の森』における記憶と翻訳の問題」 
司会：三木直大（総合科学研究科） 
 
第 171回:12月 18日（火） 
報告者:王坤（広島大学総合科学研究科博士課程後期） 
「『人民日報』における報道から見る日本像――1980 年代の対中 ODA を中心に」 
司会：丸田孝志（総合科学研究科） 
 
シンポジウム「アジアの現代文化と越境をめぐって」：2月10日（日） 
報告者1：三澤真美恵（日本大学文理学部） 
「越境する映画論：劉吶鴎による“モンタージュ”の実践」 
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報告者2：山口守（日本大学文理学部） 
「ディアスポラとしての母語――チベット作家アーライの漢語文学」 
コメンテーター：水羽信男（総合科学研究科） 
討論：「モダニズムとポストモダニズムの越境」 
川口隆行（教育学研究科）、崔真碩（総合科学研究科） 
司会：三木直大（総合科学研究科） 
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『アジア社会文化研究』投稿規程 
 
 
１．『アジア社会文化研究』の目的 
 『アジア社会文化研究』はアジア社会文化研究会において発表・議論され
た成果をもとに編集される論文集であり、2000 年 3 月の創刊以来、これま
で年1回のペースで刊行されている。同研究会は、アジア研究にかかわる者
が専門分野の枠をこえて学際的に討論し研究の幅を広げることを目的に、広
島大学大学院総合科学研究科に所属する教員および大学院生を中心に設立・
運営されている。 
 
２．投稿資格 
 原則として本研究会の目的に適い、本研究会にて発表した者とする。なお
編集委員会（ならびに院生の場合には当該指導教官）が質的に掲載に十分値
すると認めた論文の投稿申し込みを受理し、掲載の可否については厳正な査
読制をしくこととする。 
 
３．論文集完成までの過程 
（1）投稿希望者は 8 月 31 日までに所定の用紙（「投稿申込書」）で申し込む 
こと（電子メールによる添付書式も可）。 
（2）投稿希望論文の提出期限は 11 月 1 日までとする。 
（3）投稿希望者は本年度の研究会において、投稿論文の主題に沿った発表 
を少なくとも一度以上行わなければならない。ただし海外居住者や遠隔地 
に居住する者、また長期に渡り海外での調査活動に従事している場合など 
は、編集委員会での審議を経たのちに、レジュメ等の提出で発表に代える。 
（4）発表と投稿論文の提出を終えた者から随時、査読制による審査を受け、 
そこでの結果により、掲載の可否が決定される。 
（5）その後、編集作業（投稿論文の加筆・修正を要請することがある）を 
経て、翌年の 3 月末日に刊行する。 
－106－
 ４．執筆要項 
（1）掲載論文の種類および分量 
 ①論説：16000～20000 字程度（400 字詰め原稿用紙で 40 枚～50 枚程度） 
②研究ノート：12000 字程度（同 30 枚程度） 
③研究動向・調査報告・資料紹介等：8000 字程度（同 20 枚程度） 
④書評：4000 字程度（同 10 枚程度） 
（2）書式等 
 原則として「ワード」横書き（34 字×30 行）で、本文を記述する言語は日
本語に限る。なお、引用など必要に応じた他言語の使用は認める。なお、
規定の書式から著しく外れたものは投稿を受理できない場合がある。 
（3）原稿の提出方法と提出先 
投稿希望者は上記①～④に該当する原稿を「ワード」またはテキストファ
イルで作成し、編集委員会宛に以下のものを提出すること。 
（a）電子メールの添付ファイルもしくはCD-R など 
（b）印刷したもの 1 部（直接・郵送いずれも可） 
なお投稿申し込みが受理された場合、投稿者は編集委員会の指示に従うも
のとする。 
 
５．書式の設定 
（1）フォント・文字サイズなど 
タイトル MS ゴシック フォントサイズ 11 
章見出し MS ゴシック 
 １．２．３．…（全角，フォントサイズ 10） 
節見出し MS ゴシック 
 （1）（2）… （半角，フォントサイズ 9） 
本文 MS 明朝 フォントサイズ 9 
数字・英文 章，節見出し以外は全て「Century」 
脚注 文末脚注 脚註番号は「アラビア数字」で設定 
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参考文献 必要に応じて「脚注」の後に別途に掲載 
連絡先 論稿末尾に執筆者の電子メールを記載（希望者のみ） 
 
（2）ページ設定 
「ワード」：ツールバーの「ファイル」→「ページ設定」にて設定 
文字数と行数 余白 用紙サイズ 
文字数 34 上 30mm 下 30mm 
用紙サイズ A4 
印刷の向き 横 
行数 30 外 20mm 
フォント MS 明朝 内 25mm 
フォントサイズ 9 とじしろ 0 
段数 1 ヘッダー 15mm 
横書き 
フッター 17.5mm 
印刷の向き 袋とじ 
とじしろの位置 横 
 
問い合わせ（編集委員会） 
アジア社会文化研究会代表：三木直大（広島大学大学院総合科学研究科教授） 
naomiki@hiroshima-u.ac.jp 
アジア社会文化研究会：owner-asiasyabunken@freeml.com 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
－108－
『アジア社会文化研究』（第 号）投稿申込書 
 
年  月  日 
名 前 
フリガナ  
日本語名  
英語名  
所 属  
連 絡 先 
住 所 
電 話 
E-mail   
 
１．投稿を希望する原稿の種別（○をつけて下さい） 
論説  研究 ノート  
研究 
動向  
資料 
紹介  書評  
 
２．原稿題目（仮題目でも可） 
日本語（主題と副題） 
 
英語（主題のみ） 
 
 
３．原稿要旨（400～600字程度で記入して下さい） 
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『アジア社会文化研究』編集委員会 
※受領者 ※受領日 
 
※ 投稿申し込みの際は上記の「投稿申込書」を使用して下さい。なお電子メール
にて申し込みを希望される方には、添付用書式（ファイル）をお送りしますので、
編集委員会までご連絡下さい。 
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執筆者紹介（掲載順） 
 
丸田孝志  広島大学大学院総合科学研究科准教授 
中岡志保  京都大学大学院文学研究科グローバル COE研究員 
アン・シェリフ オベリン大学東アジア学科教授 
越智郁乃  福井大学産学官連携本部 博士研究員 
廣瀬光沙  広島大学大学院総合科学研究科博士課程前期 
水羽信男  広島大学大学院総合科学研究科教授 
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編集後記 
 昨年度は、大学院総合科学研究科の「リサーチマネージャー養成プログラ
ム」の助成を得たシンポジウム「資料から問い直す地域研究のあり方」が院
生主体で開催され、もりあがりを見せたアジア社会文化研究会ですが、今年
度は一転して研究会をになう院生諸氏の代替わり期に直面することになりま
した。「研究会のあゆみ」からも、そのことがうかがわれるでしょう。また、
広い意味での地域研究を志す、より若い世代の院生が、修士課程在籍者を中
心に減少している傾向があるようです。それは、総合科学研究科だけの現象
ではなく、現在の日本をどこか反映しているようにも思えます。 
 今年度は、外部の著名な研究者に来ていただいて、二つの小さなシンポジ
ウム形式の研究会も開催しました。「冷戦文化研究の動向」と「アジアの現代
文化と越境をめぐって」が、それです。そのときの報告をもとに論文を寄稿
して下さったアン・シェリフ先生は、オクラホマ州出身。専門は日本近現代
文学・文化。著書の Japan’s Cold War : Media, Literature, and the Law
（Columbia University Press,2009）では、黒澤明、原民喜、石原慎太郎、
さらには映画『ゴジラ』や伊藤整の『チャタレイ夫人の恋人』の日本語訳な
ど多彩な話題が、50 年代日本文化と冷戦の問題として、展開されています。
現在は、戦後広島のメディアと文化に関する研究に取り組み、勤務校である
アメリカのオベリン大学では「核時代の文化」の講座を受け持っておられま
す。もうひとつのシンポジウムも、グローバリズムとナショナリズム、その
はざまに生きる知識人の越境・交渉の問題を、日本植民地期の台湾から現在
の東アジアの問題に至るまで、幅広い文化論的視点から議論するものでした。
今後もこうした研究会を、教員の側もできるだけ、院生のみなさんに提供し
ていきたいと考えています。 
 この『アジア社会文化研究』は、外部の研究者も含めた査読制をしき、教
員が編集委員となって刊行する研究誌ですが、査読制は院生諸氏が切磋琢磨
し、自らの研究能力を向上させていく手助けのためのものでもあります。多
くの院生のみなさんが、この研究会に積極的に関わって下さることを、願っ
てやみません。                      （三木） 
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